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関わりから生まれるもの
沖縄県・与那原中学校・二年
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(まつだ),松田)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(み),光)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(お),央)
　私は社会を明るくする運動というものがどういう運動なのか、私たちに出来ることはあるのか、よく考えたことがありませんでした。
　そこで、明るい社会とはどういうものか、自分なりに考えてみることにしました。それは非行や犯罪などを未然に食い止めたり、犯罪歴のある人を犯罪者として差別するのではなく、その後の立ち直りに協力したり、子どもや老人、働く人々すべてが幸福感を持って生活することではないかなと考えました。
　小学生の頃、私には仲良しで、よく一緒に遊ぶ友達がいました。その友達は優しくて真面目でした。その子とは、学年が上がってクラスが離れてしまった頃から、あまり遊ばなくなってしまいました。でも時々見かける友だちの様子は以前とあまり変わっていないように見えました。それから中学生になった私たちは、同じ部活動に入部することになり、また一緒に行動するようになりました。その頃も小学生の頃と変わらず優しくて真面目な印象でした。しかしそんな友達が、入部して四か月ほどで部活をたびたびさぼり、遊びに行ってしまうことが増えてきたのです。そのような時はだいたいが新しくできた友達と行動しているようでした。私は一緒に部活がしたくて、来てほしいと説得しましたが、残念なことに一年生の後半ぐらいには全く来なくなってしまいました。そして二年生に上がるとついに退部をしてしまいました。するとそれから彼女に、グループでの問題が見えてくるようになりました。たとえば深夜徘徊、飲酒や喫煙、校則を破る行動、先生への暴言等です。小学生の頃はおとなしかった友達が中学生になり、あんなにも変わってしまったことに、本当に驚きました。でも、学校に来て会話をしている時は今まで通り楽しく話せるし、問題もおきません。だから私は、どの姿も本当の彼女なんだと思いました。どんな一面を見せるかは、周囲の関わり方なのではないかと思います。周りの環境や関わり方で人は大きく変化したように見えます。でも優しかった友達の姿はなくなったわけではないと思います。その人の本質はそう変わらないと考えるからです。今ある状況からどのように関われば彼女らしさが発揮できるのかを、周囲の大人や友だちみんなで考えることが大切なのです。悪い方にいってしまったから関わりたくない、もう戻すことができないということではなくどうやったらさらに成長できるかを考えて、関わり続けることが大切だと思います。
　私は中学生という時期はとても大切な、自分を創る時期だと思っています。将来の夢を見つけ、どの高校に進学しようか、将来楽しく幸せに過ごすために今どうすればいいのか、そのことを考えられる状況は幸せだと思います。そんな風に過ごすには、周囲のサポートがとても重要だと思います。もちろん大人だけでなく、仲間として友達をいつも見守り、お互い支え合うことが大事だと思います。周りの環境が悪い方に連れて行ってしまったなら逆に周りの環境で元に戻すこともできると思います。
　そういう私も部活をさぼりたい日があります。そんな時、いつも一緒に行動する友だちがいることでさぼらずに頑張れたことが何度もあります。自分が揺らいだ時にそばにいてくれて、いつもと変わりなく行動してくれる友だちの存在はとても大きいものです。だから私も友だちが揺らいだ時に支えになれる自分でありたいと思っています。
　社会を明るくする運動と言っても、中学生の私が社会に出て活動することは難しいことです。しかし、中学生の私にでもできることがあります。それは身近な人との関わりを大切にすることです。社会を明るくするには人との温かい関わりが一番大切ではないかと思います。ですから私は部活動や学校生活、そして習い事での身近な人たちとの関わりを大切にしていきたいと思います。特に自分とは考え方や立場の違う人たちが何を考えているのかを想像し、いろいろな考えを取り入れながら、皆が心地よく過ごせる部活動や学校生活を創っていけたらと思います。幸い、生徒会活動に参加している私は、学校全体の動きを把握して企画運営するという機会をもらっています。その機会を存分に生かして、学校から離れてしまった友達や仲間をもう一度呼び戻すことができればと思います。そうすることで明るい社会を築くことに貢献できるのではないかと思っています。
　社会を明るくするために今自分ができる事はなにか。それを一人一人が考える事で今相手にどう接すればいいのか、相手のためにどう動けばいいのかが分かります。まず自分から行動してみると幸せの輪は広がり、いつか犯罪は無くなり、みんなが手を取りあえる温かく明るい社会になると私は思います。
法務省“社会を明るくする運動”中央推進委員会主催


第７２回“社会を明るくする運動”作文コンテスト









